
2.0. 各言語における歴史的変遷
 1.1.から1.7.まで，各言語の文献時代の初期の状態を見てきたが，次に各言
語における文献時代の初期から現代にいたるまでの変遷を辿っていくことにす
る。取り上げる言語は，アイスランド語，スウェーデン語，デンマーク語，ノ
ルウェー語，ドイツ語，低地ドイツ語，オランダ語，英語，西フリジア語と
し，この順で見ていく。概ね，1.2.から1.7.で扱った言語の順と一致している
が，ノルウェー語については，bokmålとデンマーク語との関係を考慮し，デ
ンマーク語の次に回している。なお，1.1.から1.7.では，標準階梯の現在形と
アオリスト現在形の両方が見られる動詞には #を付してそれを示したが，以下
においてはそれは行わないこととする。

2.1. アイスランド語
 古アイスランド語の ó, ú, ý, au, u, o, e, ö, yは，近代アイスランド語でそれぞ
れ /ɔu/, /u/, /i/, /œy/, /ʏ/, /ɔ/, /ɛ/, /œ/, /ɪ/になった。古アイスランド語における母音
の長短の対立は，母音の音色の対立となった。近代アイスランド語でも母音の
長短の区別はあるが，これは後続子音の数で決まり，弁別的ではない。
 これらの音変化により，古アイスランド語の ió （ý） – au – u – oというアプ
ラウトは，近代アイスランド語では jó /jɔu/ [jɔuː, jɔu] （ý /i/ [iː, i]） – au /œy/ [œyː, 
œy] – u /ʏ/ [ʏː, ʏ] – o /ɔ/ [ɔː, ɔ]となる47。現在，このアプラウトを示す動詞には，
次のものがある。

   bjóða, brjóta, fljóta, frjósa, gjósa, gjóta, hljóta, hnjósa, hnjóta, hrjósa, hrjóta 
（springen）, hrjóta （schnarchen）, hrjóða, kjósa, ljósta, njóta, rjóða, sjóða, skjóta, 

þjóta, þrjóta

frjósaと kjósaも，現在ではこのアプラウトを行い，文法的交替を行わない形
が普通である。しかしながら，別形も残されており，frjósaの過去形に freri，
過去分詞に freðin （< frerinn），kjósaの過去形に kjöri, kurum，過去分詞に kjörinn
という形が併存している。現代アイスランド語の強変化動詞第2種で文法的交
替が見れらるのは，これらの例においてのみである。hnjóða （säubern）はすで
に古語となっている。hnjótaは，近代アイスランド語期になってから文献に登
46 「ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（1）」は，『山口大学独仏文学第43号』（2021）所収。
47 g, k, skで始まる動詞については，下記を参照のこと。
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場するようになった語である。rjóðaは，弱変化第2種の活用も示している。
 語幹が g, k, skで始まっている場合，ý, yの前で g, kが口蓋化し，それぞれ
[c], [ch]となる。g, k, skに jが続いている時も口蓋化が起こるが，この場合は
jと融合し gjで [c]，kjで [ch]となる。ただし，音素的には gjは /gj/，kjは /kj/
と分析されるので，gj, （s）kjで始まる動詞の現在語幹の母音も jóとして扱って
いる。
 古アイスランド語の iú （ý） – au – u – oというアプラウトは，近代アイスラン
ド語では jú [juː] （ý [iː]） – au [œyː] – u [ʏː] – o [ɔː, ɔ]となる。現在，このアプラウ
トを示す動詞には，次のものがある。

  drjúpa, fjúka, fljúga, kljúfa, krjúpa, ljúga, ljúka, rjúfa, rjúka, smjúga, strjúka, sjúga

biúgaは姿を消している。古アイスランド語の lúkaと súgaは，古アイスランド
語末期になると，まれに現在語幹において úではなく iúを示す例が見られる
ようになったが，現在では ljúka, sjúgaという形のみが用いられ，lúka, súgaと
いう形は用いられなくなっている。
 古アイスランド語では，語幹が gに終わる動詞の場合，過去単数語幹に -ó
という形と -augという形が併存していたが，現在では後者のみが用いられて
おり，前者は廃れてしまっている。
 f, gは úと a, uの間で普通発音されないが，語幹末子音が gの強変化動詞第2
種の現在形では，gの脱落が本来の音環境を越えて広がっている48。
 語幹末の kと gは（gについては脱落する場合を除く），iの前で口蓋化し，
それぞれ [c], [j]となる。kと gの後に jが続く時は，kjで [c]，gjで [j]となる。
語幹が gに終わる動詞は，過去分詞において -gi- [-jɪ-]の前で幹母音の /ɔ/が
[ɔi]という形をとる。gの後の iが脱落した形態においては，幹母音の /ɔ/は [ɔ]
である。
 語幹が k, gに終わる動詞は，接続法過去複数形において語幹末子音が単数形
と同じ [c], [j]となり，それぞれ kj, gjと綴られる。yは，gi, gjの前では張り母
音 [iː]となるため，語幹が gで終わる動詞では接続法過去形の幹母音が他の動
詞の [ɪː]と異なることになる。
 古アイスランド語の ú （ý） – au – u – oというアプラウトは，近代アイスラン
ド語では ú [uː] （ý [iː]） – au [œyː] – u [ʏː] – o [ɔː, ɔ]となる。現在，このアプラウ
トを示す動詞は，lútaと súpaのみである。古アイスランド語に見られた stúpa
は失われている。lúkaと súgaについては，上述の通りである。lútaは，古アイ
スランド語ではまれに弱変化形も見られたが，現在は常に強変化である。
 flýjaは完全に弱変化第1種に，tjóaは完全に弱変化第2種へ移行している。
48 Kress （1982）, §45, Anm.1及び Anm.2を参照のこと。
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 古アイスランド語において過去分詞のみが形容詞化した形で残されていたも
のの内，hroðenn以外は現在まで残されている。加えて，近代アイスランド語
には古アイスランド語の文献では見られなかった dofinnという語も見られる49。
過去分詞由来の形容詞かどうか不確かな fúinnと lúinnも残っている。

2.2. スウェーデン語
 後期古スウェーデン語の ŭと ūは，近代スウェーデン語ではそれぞれ [ɵ], 
[ʉː]になる。古スウェーデン語の半母音の ĭは，近代スウェーデン語では摩擦
子音化し，jとなる。
 後期古スウェーデン語において，過去複数語幹の幹母音には ŭ, ū，過去分詞
の幹母音には ŭ, ū, ŏ, ōというヴァリエーションが生じていたが，近代スウェー
デン語ではどちらの語幹でも幹母音は ū [ʉː]に統一される。
 過去形では，語幹の統一が起こる。過去単数語幹が過去複数形でも用いられ
たり，過去複数語幹が過去単数形でも用いられたりという状態を経た後，最終
的には本来過去単数語幹だったものが統一された過去語幹として用いられるよ
うになる。過去形における語幹の統一は，スウェーデン語だけでなく，アイス
ランド語，フェーロー語，低地ドイツ語の一部方言を除いたすべての言語で行
われる。
 古スウェーデン語において iū – ȫ – u – uというアプラウトを行っていた動詞
においては，すでに後期古スウェーデン語期から現在語幹の半母音 ĭが他の語
幹にも入り込む現象が見られたが，近代スウェーデン語になるとこれが更に進
み，かつて iū – ȫ – u – uというアプラウトを行っていたすべての動詞のすべて
の語幹が jを伴うことになる。その結果，アプラウトが u [ʉː] – ö [øː] – u [ʉː]と
なり，アオリスト現在形を持つ動詞と同一のアプラウトとなる。両者の違い
は，アプラウトを行う母音の前の jの有無のみとなる。この jも，g, s, sk, tで
始まる動詞では，gj, sj, skj, tjがそれぞれ [j], [ʃ]/[ɧ], [ʃ]/[ɧ], [ɕ]という発音になっ
たため，綴りとしては存在しているが，独立した単音としては発音されない50。
 u – ö – uというアプラウトを行う動詞の内，前に jを伴うものには次のもの
がある。

  bjuda, gjuta, ljuda （lauten）, ljuta, ljuga, njuta, sjuda, skjuta, tjuta

古スウェーデン語に見られた動詞の内，fiūka, *giūsa, kiūsa, riūva, riūþa, skiūva
49 古アイスランド語の文献には出てきていないが，古ノルウェー語の文献では見ることが出来
る。
50 g, skは前舌母音の前でもそれぞれ [j], [ʃ]/[ɧ]となるため，g, skで始まる動詞では，過去形にお
いて語頭子音の [j], [ʃ]/[ɧ]を表わすのに jは不要であり，正書法上 jは綴られない（gjuta – göt – 
gjutit, skjuta – sköt – skjutit）。

－55－



は，現在では失われている。ljuda （lauten）は，弱変化第2種から移行してきた
動詞である。
 強変化動詞第3種の sjungaと sjunkaは，それぞれ sjunga – sjöng – sjungit, 
sjunka – sjönk – sjunkitと変化するが，この変化には強変化動詞第2種のこのグ
ループの影響があった可能性が指摘されている51。
 u – ö – uというアプラウトを行う動詞の内，前に jを伴わないものには次の
ものがある。

  sluta, suga, supa

古スウェーデン語に見られた動詞の内，būgha52, dūka, lūkaは失われている53。
lutaは弱変化第2種に移行している。
 dugaはゲルマン祖語では第2種の過去現在動詞であったが，古スウェーデン
語では，まだその痕跡が残ってはいるものの，弱変化へと移行している54。現
在では更に強変化第2種へと移行している。ただし，過去分詞／完了分詞には
弱変化第1種の形が用いられる。
 現在，y – ö – uというアプラウトを行う動詞には次のものがある。

   bryta, drypa, flyga, flyta, frysa, ryta, klyva, nypa, knyta, krypa, skryta, smyga, 
snyta, stryka, tryta

nypaと skrytaは，近代スウェーデン語になってから文献に現れるようになっ
た語である。knytaと snytaは弱変化第1種から移行してきた動詞である。
 drypaと nypaの過去分詞／完了分詞には，強変化形と並んで弱変化第1種の
形が存在している。
 次の動詞は，現在語幹の幹母音が y，過去語幹の幹母音が öであるが，過去
分詞／完了分詞には弱変化第1種の形しか存在していない。

  dyka, fnysa, lyda （lauten）, nysa, rysa, ryka, strypa
51 Wessén （1970）, §199, 3を参照のこと。
52 近代スウェーデン語の bugaは弱変化で，中低ドイツ語の bûgenを借用したものであり，古ス
ウェーデン語の強変化動詞第2種の būghaを継承するものではない。なお，中低ドイツ語 bûgen
の借用はすでに古スウェーデン語期におこなわれているが，古スウェーデン語では借用語の方の
būghaの過去形は būg（h）deで，現在とは形態が異なる。Noreen （1904）, §529, Anm.7を参照のこ
と。
53 古スウェーデン語において強変化第2種への帰属が不確かであった dūvaも失われている。
54 古スウェーデン語において dugaの過去形は dug（h）þe，過去分詞は doghitである。過去現在
動詞であった名残としては，後期古スウェーデン語において，直説法現在3人称複数形に dugu, 
dog（h）oという別形が見られる。Noreen （1904）, §553, 1及び Anm.1を参照のこと。
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語幹が dで終わる lydaは，過去分詞／完了分詞で幹母音が短母音化する。
 dykaと fnysaは，近代スウェーデン語期になってから文献に現れるように
なった語である。dykaと lyda （lauten）は低地ドイツ語からの借用語である55。
strypaは弱変化第1種から移行してきた動詞である。fnysaは，過去形で強変化
形と弱変化第1種の形が併存している。
 語幹が rもしくは子音 + rもしくは子音 + lで始まる動詞は，すべて現在語幹
の幹母音が yであるが，これ以外の形で始まる動詞にも現在語幹の幹母音が y
のものがあり，近代スウェーデン語では yの分布の規則性が崩れている。次の
動詞がこれに当たる。

  dyka, fnysa, nypa, knyta, nysa, smyga, snyta

すでに述べたように，dykaと lyda （lauten）は低地ドイツからの借用語で，
knytaと snytaは弱変化第1種から移行してきた動詞である。nypaと smygaは，
i-ウムラウトをした母音が一般化したものである56。nysaもおそらく同様であ
ろう。fnysaの yがどこから来ているのかは，判断が難しい。上述のように，
過去分詞が弱変化第1種形で，過去形にも弱変化第1種形が併存しており，また
アイスランド語の fnýsaが弱変化第1種であることからすると，弱変化第1種か
ら移行してきたためである可能性が考えられる。デンマーク語の fnyseは強弱
両変化をしている（以下参照のこと）。中英語の fnēseは強変化である。
 古スウェーデン語において過去分詞のみが形容詞化して残っていたものの
内，ludenと ruttenは現在でも残っている。duvinは失われている57。
 活用の際の文法的交替については，現在では全く見られなくなっている。

2.3. デンマーク語
 前期中デンマーク語において，iūはほとんどの場合 ȳになるが，標準階梯の
現在語幹を持つ強変化動詞第2種では，例外無くすべての動詞の現在語幹の幹
母音が ȳになる。この後，更に様々な変化が加わり，スウェーデン語との差異
がますます拡大していく。
 過去語幹は，スウェーデン語と同様，過去単数語幹の ø [øː]の方で統一され
た。この øは，かなり多くの動詞において，過去分詞の語幹にまで入り込んで
いく。øの後に gが続くと，øgで [oi]となった。
 語幹が dに終わる動詞の過去分詞の中性形においては，本来の2音節の過去

55 dykaも失われた dūkaも，中低ドイツ語の dûkenを借用したものだが，dykaは dūkaと直接的
にはつながらない。
56 Noreen （1904）, §529, 1.及び§561, Anm.4を参照のこと。
57 強変化動詞第2種の過去分詞に由来するのかどうか不確かな lūinも失われている。
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分詞と並んで，接尾辞の母音の脱落した1音節の形が形成されるようになる。
開音節の短母音に対しては長母音化が起こるため，1音節の強変化過去分詞と2
音節の強変化過去分詞とでは，幹母音の長短に差異が生じることとなるが，2
音節で長い幹母音を伴う強変化過去分詞は失われていく。
 デンマーク語では，かなりの動詞が，とりわけ過去分詞において弱変化の別
形を持つようになる。これは，弱変化第1種の形のこともあれば弱変化第2種の
形のこともあり，また両方の形態を持っている動詞もあった。
 現在，デンマーク語では，語幹形成法が整理され，強変化動詞第2種は大き
く5つのグループに収斂している。
 1つ目のグループは，y [yː] – ø [øː] – u [u]というアプラウトを行うもので，語
幹が dに終わる動詞の一部が属している。このグループの動詞の過去分詞は，
接尾辞の母音の脱落した1音節の強変化過去分詞である （-udt）。このグループ
には，次の動詞が属している。

  byde, bryde, skyde, fortryde

 2つ目のグループは，弱変化の過去分詞を持ち，y [yː] – ø [øː] – y [yː]/[y]とい
うアプラウトを行う動詞である。語幹が dで終わる動詞の内，1つ目のグルー
プに属していないものと，fryse以外の語幹が sで終わる動詞がこのグループ
に属している。次の動詞がこれに当たる。

   flyde, fnyse, gyse, gyde, lyde （lauten）, lyde （gehorchen）, nyse, nyde, skryde, 
snyde, betyde

skrydeと betydeが弱変化第2種の過去分詞を持つ以外，すべて弱変化第1種の過
去分詞を持つ。過去分詞が弱変化第1種の形の場合，-dtの前で yは短母音化す
る（[y]）58。
 lyde （lauten）は，中低ドイツ語からの借用語である。gyseと nyseの過去形
には，弱変化第1種の別形がある。lyde （gehorchen）は本来，弱変化第1種で
あったのだが，過去形が強変化第2種の形のものに置き換わっている。過去
分詞が弱変化第2種の skrydeは，過去形に弱変化第2種の別形を持っている。
betydeは，弱変化第1種だったものが弱変化第2種へと移行し，更に過去形が強
変化第2種の形に置き換わっている。
 3つ目のグループは，y [yː] – ø [øː] – ø [øː]というアプラウトを行うもので，
fygeと krybeがこれに属している。過去分詞の øは，過去形の幹母音が過去分
詞の語幹に入り込んだものである。fygeは，次の4つ目のグループのアプラウ
58 Hansen （1962）, 360頁を参照のこと。
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トも行う。
 4つ目のグループは，すべてかつて語幹が gで終わっていた動詞で y [yː] – 
øg/øj [oi] – øg/øj [oi]というアプラウトを行う。次の動詞があげられる。

  flyve, fyge, lyve, ryge, smyge, stryge

 g [ɣ]は，母音間あるいは語末で母音の後にあり，先行母音が y [yː]で，これ
が長母音のまま保持されている時，一部 vに変化し，この変化を受けなかった
gは発音されないのが普通になった59。gが vに変化した動詞では，過去形と過
去分詞の幹母音が øjと綴られる。
 過去分詞の幹母音 øg/øj [oi]は，3つ目のグループと同様，過去形の幹母音が
入り込んだものである。
 smygeは弱変化第2種の変化もするが，こちらの方が古い変化形で，強変化
形はスウェーデン語やノルウェー語の影響により形成されたものである。
 5つ目のグループに属すのは fryseの1語のみであり，y [yː] – ø [øː] – o [o]とい
うアプラウトを行う。過去分詞では，例外的に幹母音の長母音化が起こってい
ない。また，過去分詞の幹母音が [u]ではなく o [o]であるが，デンマーク語で
は短母音の開口度が高まる傾向が強く，これもその1例である60。
 古デンマーク語と古スウェーデン語の間の語彙的差異は，あったとしても
さほど大きなものではなかったと考えられるので，強変化動詞第2種の語彙の
変遷を，古スウェーデン語と現代デンマーク語を比較することにより見てみる
と，以下の語の対応語が現代デンマーク語では見られなくなっている。

   būgha, drȳpa, dūka, liūta, kliūva, liūsta, lūka, riūva, riūsa, riūþa, skiūva, slūta, 
sūpa, þiūta

kyse61, lude, syde, sugeは，弱変化に移行している。すべて，第2種の変化をす
る。būghaと kliūvaの対応語は，本来使役動詞である bøje, kløveに，drȳpa, 
dūka, lūka, skiūva, slūtaの対応語は，強意動詞の dryppe, dukke, lukke, skubbe, 
slutteに取って代わられている。これらもすべて弱変化第2種の変化をする。
dryppe, dukke, slutteは低地ドイツ語からの借用語である。
 次にあげる現代デンマーク語の強変化動詞第2種は，古スウェーデン語にお
いては対応語が見られない，あるいは対応語は存在しているが強変化第2種で
はないものである。

59 Hansen （1971）, 374頁を参照のこと。
60 Hansen （1962）, 42頁を参照のこと。
61 kyseは，意味の変化が大きく，現在では „erschrecken“ の意味で用いられている。
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  fnyse, lyde （lauten）, lyde （gehorchen）, skryde, snyde, betyde

すべて現代スウェーデン語に対応語が見られる。fnyse, lyde （lauten）, skryde, 
snydeは，現代スウェーデン語の対応語も強変化第2種である（上記参照のこ
と）。現代スウェーデン語の lyda （gehorchen）, betydaは，現代デンマーク語の
lyde （gehorchen）, betydeと異なり，弱変化第1種のままである。
 slugeは中低ドイツ語からの借用語であり，現在，弱変化第1種の活用をする
が，かつては強変化第2種や弱変化第2種の過去形も見られた。スウェーデン語
の対応語 slukaは，弱変化第2種である。現在は失われてしまっているが，弱変
化動詞 knygeの過去形にも強変化第2種の別形が存在していた。
 弱変化への移行や語彙そのものの消失により，デンマーク語にはアオリスト
現在形を持つ強変化動詞第2種が無くなっている。
 過去分詞のみが形容詞化して残っている例としては，doven, låden, råddenが
あげられる。
 活用の際の文法的交替に関しては，完全に失われている。

2.4. ノルウェー語62

 まず，古ノルウェー語から現代ノルウェー語に至るまでに起こった音変化の
内，強変化動詞第2種に関連したものをあげておく。開音節の短母音は長母音
化した。古ノルウェー語の úは u [ʉː]になった。uは，短母音のまま保持され
た場合には，たいてい u [ʉ]になった。óと長母音化した ŏは，たいてい o [uː]
になった。auは nynorskでは au [æʉ]になったが，bokmålではデンマーク語の
øに置き換えられる。øの後に gが続くとデンマーク語では øg/øj [oi]になった
が，bokmålでは øy [øy]になった。y [yː, y]の前で gは [j]に，skは [ʃ]になっ
た。語頭の ljにおいては，lが発音されなくなった。
 bokmålにおける強変化動詞第2種の語幹形成法は，当然のことながらデン
マーク語のそれと非常に近く，やはり5つのグループにまとめることが出来る。
1つ目のグループのアプラウトは，ノルウェー語では uが u [ʉ]となったため，
y [yː] – ø [øː] – u [ʉ]となる。語幹が d, tに終わる動詞の内，次の動詞がこのグ
ループに属している。デンマーク語と完全に属している動詞が一致している。

  byde, bryte, skyte, fortryte

skyteにおいては，現在語幹の語頭音 [ʃ]が過去形にも入り込んでいく（skjøt）。
過去分詞では [sk]のままである（skutt）。bydeには byという短縮形が存在し
62 bokmålに関する記述は，旧正書法に基づいている。註で Holmes/Enger （2018）の記載内容とし
てあげているのが現行規則である。
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ているが，byは弱変化で by – bydde – byddと変化する63。
 2つ目のグループのアプラウトは，bokmålでも y [yː] – ø [øː] – y [yː]/[y]で
ある。語幹が d, tで終わる動詞の内1つ目のグループに属していないものと，
fnyse, fryse以外の語幹が sに終わる動詞がこのグループに属している。具体的
には，次の動詞である。

   flyte, gyse, gyte, lyde （lauten）, lyde （gehorchen）, nyse, （ryte （herausspringen））, 
（ryte （schnarchen））, nyte, （ryte （brüllen））, skryte, snyte, tyte

 デンマーク語とほぼ共通しているが，デンマーク語には見られない tyteが見
られる。ryte （herausspringen）, ryte （schnarchen）, ryte （brüllen）は方言的語彙で
ある。betyは bokmålでは弱変化で，bety – betydde – betyddと変化する。
 gyseと gyteにおいては，現在語幹及び過去分詞の語頭音 [j]が過去形にも入
り込んでおり，両動詞の過去形はそれぞれ gjøs, gjøtである。
 gyse, gyte, lyde （lauten）, lyde （gehorchen）, nyse, skryte, snyte, tyteは，過去形に
弱変化第1種の別形を持つ。
 過去分詞は，すべての動詞が弱変化第1種の形をしている。lyde （lauten）と
lyde （gohorchen）はデンマーク語風の lydtという過去分詞と並んで，lyddとい
う過去分詞も持っている。デンマーク語では，skrydeの過去分詞は弱変化第2
種の形をしているが，bokmålの skryteの過去分詞は弱変化第1種の形である。
過去分詞の幹母音は，語幹が d, tに終わっている場合は [y]，語幹が sで終わっ
ている場合は [yː]である。
 3つ目のグループのアプラウトは，デンマーク語と同様，y [yː] – ø [øː] – ø [øː]
である。このアプラウトを行う動詞には，次のものがある。

  fyke, fnyse, klyve （klettern）64, klype, krype, ryke, smyge, stryke

 klyve （klettern）, klypeは，デンマーク語には見られない動詞である。ノル
ウェー語では母音間及び語末で母音の後の kがデンマーク語のように gにな
らず kのまま保持されたので，rykeと strykeはこのグループに属し，fykeも
y [yː] – ø [øː] – ø [øː]というアプラウトしか示していない。smygeは語幹が g
で終わっているが，このグループである。デンマーク語の fnyseは2つ目のグ
ループに属しているが，bokmålの fnyseはこのグループである。fnyse, klyve 
（klettern）は弱変化第1種の変化も示す。
 4つ目のグループは，bokmålでは y [yː] – øy [øy] – øy [øy]というアプラウト
63 Holmes/Enger （2018）では，byしか記載されておらず，bydeという形はあげられていない。ま
た，byは by – bøy – byddと活用するとされている（218頁及び221頁）。
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になり，fly （fliegen）65と lyve/lyge66が属している。
 fly （fliegen）の過去分詞には，flyddという弱変化の別形がある。fly 
（fliegen）は，現在語幹と過去分詞の別形の flyddが，fly （fliehen）の現在語幹，
過去分詞と同形となっている。
 5つ目のグループに属すのは，デンマーク語と同様，fryseの1語のみであり，
y [yː] – ø [øː] – o [ɔ]というアプラウトを行う。
 bokmålの強変化動詞第2種の中には，過去形に西ノルド語的な au [æʉ]を幹
母音とする別形を持つものがある67。次の動詞がそれに当たる。

   byde, bryte, fly, flyte, fryse, fyke, nyse, （ryte （herauspringen））, （ryte 
（schnarchen））, klyve （spalten）, krype, lyge, nyte, ryke, （ryte （brüllen））, skyte, 
smyge, stryke, tyte

skyteの過去形の幹母音が auの場合，語頭音は sk [sk]のままである。
 かつて強変化第2種であった動詞の内，fly （fliehen）, kyse, lute, syde, su（ge）, 
supeは弱変化に移行している。fly （fliehen）は fly – flydde – flyddとう変化，
kyse, su（ge）, supeは弱変化第1種の変化，sydeは弱変化第2種の変化，luteは弱
変化第1種と弱変化第2種の変化の両方を示している。sugeと supeには，過去
形に幹母音が auの強変化の別形が存在しており，かつてアオリスト現在形を
持つ強変化動詞第2種であった痕跡が残されている。
 形容詞化した過去分詞としては，dovenと loddenが見られる。
 活用の際の文法的交替は，デンマーク語と同様，失われている。
 nynorskでは，標準階梯に由来する現在語幹を持つ強変化動詞第2種のアプラ
ウトは，すべて y [yː] – au [æʉ] – o [uː]である。このアプラウトを示す動詞には
次のものがある。

   byde, bryte, drype, fyke, fly（ge）,  flyte, fryse, gyte, lyte, nyse, （ryte 
（herausspringen））, （ryte （schnarchen））, kjose, klyve （spalten）, krype, lyge, 
nyte, ryke, （ryte （brüllen））, syde, skyte, smyge, stryke, tyte, fortryte

lyteには ljote，lygeには ljuge，sydeには sjodeという別形が存在している68。
64 同書221頁では，klyve （klettern）はあげられておらず，klyve （spalten）の方があげられている。
65 Haugen （1965）では，-geの脱落していない flygeという形もあげられており，flyge – flaug – 
fløyetと活用すると記述されている。
66 lyve/lygeには，ljugeという別形もある。語頭音については，註68を参照のこと。
67 Holmes/Enger （2018）, 221-222頁では，lyde （（er-）tönen）, skryte以外の過去形の幹母音が øの動詞
は，過去形に幹母音が øyの別形を持つとされている。なお，lyde （gehorchen）は掲載されてい
ない。
68 jの前の lは発音されないので，lの後に jが続く形態と jが続かない形態とでは，語頭音が異
なる。 －62－



ljote, ljuge, sjodeの現在形はそれぞれ lyt（er）, lyg（er）, syg（er）である。flygeには
flyという短縮形が存在しているが，過去形及び過去分詞で語幹末の gが脱落
することはない。
 drype, gyte, tyteは，弱変化第1種の変化もする。bydeには byという短縮形が
存在しているが，これは弱変化である（by – bydde – bydd）。
 アオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種は，sugeと supeの2語が現在に至
るまで強変化動詞第2種として残っている。u [ʉː] – au [æʉ] – o [uː]というアプラ
ウトを行い，現在形の幹母音は y [yː]である。
 fly （fliehen）は，弱変化となっている（fly – flydde – flydd）。lyde/ljode 
（lauten）, lyde/ljode （gehorchen）, klype, lute, skryte, snyteも弱変化で，ljode （lauten）, 
ljode （gehorchen）が第2種の外は，lyde （lauten）, lyde （gehorchen）も含め，すべ
て第1種の変化をする。
 古ノルウェー語と古アイスランド語は語彙の上でほとんど差が無いので，古
アイスランド語と nynorskを比べてみると，次の動詞が失われている。

   biúga, dúfa, giósa, hnióða, hriósa, hrióða, húka, liósta, lúka, rióða, riúfa, stúpa, 
tióa

lúkaは強意動詞の lukkeに置き換えられている。
 逆に，古アイスランド語に見られないが nynorskには見られる動詞として，
ryte （brüllen）があげられる。
 形容詞化した過去分詞については，dovenと lodenが残されている。hroðenn
と snoðennは失われている69。
 活用における文法的交替は，nynorskでも見られなくなっている。

2.5. ドイツ語
 中高ドイツ語では，古高ドイツ語の io, iu [iu]がそれぞれ ie, iu [yː]になる。
 古高ドイツ語の io （iu [iu]） – ou – u – oというアプラウトは，中高ドイツ語で
は ie （iu [yː]） – ou – u – oとなる。このアプラウトを行う動詞としては，次のも
のがある70。

   biegen, triegen, triefen, vliegen, klieben, kriechen, kriepen, liegen, liechen 
（pflücken, rupfen）, riechen71, schieben, sliechen, sliefen, smiegen, stieben, striefen

69 過去分詞由来の形容詞かどうか不確かであった fúennと lúennも失われてる。
70 lûchen （schließen）の別形に liechenがあるが，これはここに加えていない。
71 riechenには中部ドイツ語に rûchenという別形があるが，これは以下であげる û – ô – u – oとい
うアプラウトを示す動詞には加えていない。
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この他，文献には残されていないが，smiechenという動詞が存在していた可
能性がある。古高ドイツ語と比べてみると，hiofanが失われており，kriepen, 
sliechen, striefenが新たに加わっている72。
 古高ドイツ語の io （iu） – ō – u – oというアプラウトは中高ドイツ語では ie 
（iu） – ô – u – oとなる。このアプラウトを行う動詞としては，次のものがあげ
られる。

   bieʒen, bieten, verbliehen, brieʒen, vliehen, vlieʒen, vriesen, gieʒen, grieʒen, 
lieʒen, niesen, kiesen, verliesen, nieʒen, rieten, rieʒen, sieden, schieʒen, schrieten, 
slieʒen, sprieʒen, stieʒen, ziehen, dieʒen, -drieʒen

この他，文献資料で確認はできないが，klieʒen, strieʒenという動詞が存在し
ていた可能性がある。古高ドイツ語にみられた動詞の内，briodan, -（h）niotan, 
（h）riosan, -liotanが失われている。逆に新たに文献に現れるようになった動詞と
して，verbliehen, brieʒen, rieten, schrieten, sprieʒen, stieʒenがあげられる。
 vriesen, niesen, kiesen, verliesen, sieden, ziehenにおいては，文法的交替が見ら
れる。vriesen, kiesen, verliesenは，方言によっては文法的交替が平均化した形
も見られる。vriesen, verliesenでは vrieren, verlierenという形が見られることが
あり，kiesenの場合は，過去複数語幹と過去分詞の語幹で rではなく sを持つ
形が見られることがある。
 古高ドイツ語の iu – ou – ū – ūというアプラウトは，中高ドイツ語では iu – 
ou – û – ûとなるが，過去複数語幹と過去分詞の語幹では幹母音が ûの代わり
に iu, ouとなることがある。中部ドイツ語では，現在語幹の幹母音が ûとな
る73。このアプラウトを示す動詞は，以下の通りである。

  biuwen, bliuwen, briuwen, niuwen, riuwen, kiuwen, ziuwen, triuwen

biuwenは，一応このグループに入れてあるが，現在語幹の幹母音は ûある
いは ouが普通であり，過去形も弱変化形しか見られない。過去分詞には
gebûwen, gebouwenという強変化形と gebûwet, gebouwetという弱変化形が並存
している。briuwen, ziuwen74, triuwenは，中高ドイツ語期になってから文献に現
れる動詞である。

72 kriepenは kriechenの，sliechenは sliefenの別形である。
73 中部ドイツ語における現在語幹の幹母音が ûの形に対し，û – ou – û – ûという特別なアプラウ
トのグループは設定しないこととする。
74 ziuwenは，中部ドイツ語の文献にしか残されておらず，Lexer （1992 [1872-1878]）では zûwen
という形を見出しに用いている。BMZの見出しは ziuwe （zûwe）となっている。
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 古高ドイツ語の ū – ou – u – oというアプラウトは，中高ドイツ語でもそのま
ま保持され，次の動詞がこのアプラウトを行う。直説法現在2・3人称単数形で
は，i-ウムラウトにより幹母音が iuとなる。

  （tûchen）, lûchen （schließen）, snûben, snûfen, sûgen, sûfen

tûchenは，betochenという過去分詞に強変化の名残が見られるのみで，弱変化
に移行している。snûbenと snûfenは，中高ドイツ語期に入ってから文献に現
れるようになった動詞である。
 古高ドイツ語で ū – ō – u – oというアプラウトを示していた hrūsanは，中高
ドイツ語では失われる。中高ドイツ語でこのアプラウトを示す動詞は文献に残
されていないが，snûʒen, snûdenという動詞が存在していた可能性がある。
 初期新高ドイツ語では，アクセントの有る開音節における短母音が長母音化
する。ただし，この変化には例外がかなりあり，t, mの前では長母音化が起こ
らないことが多い。中高ドイツ語の ieは初期新高ドイツ語期に ie [iː]となり，
中高ドイツ語の ou, ûは auへ，iuは euへと変化していく。
 初期新高ドイツ語期の初期，中部ドイツ語では，不定詞の語幹が ieの強変
化動詞第2種において，直説法現在1人称単数形の幹母音が iuから ieへと変化
する。この変化は，16世紀になると，上部ドイツ語地域にも広がっていく。同
じ頃，現在語幹の幹母音を平均化し ieで統一する動きが出てくるが，初期新
高ドイツ語末期には，非常に広い地域でこの平均化が完了する。
 中高ドイツ語期，強変化動詞第2種の過去単数語幹の幹母音には ôと ouの2
つがあったが，初期新高ドイツ語では平均化が起こり，ōの方で統一される。
また，過去単数語幹と過去複数語幹の間，更には過去形と過去分詞の間でも幹
母音の平均化が起こってくる。これらの平均化により，初期新高ドイツ語期の
末期には，語によっては母音の長短にヴァリエーションがあるものの，過去形
と過去分詞の幹母音の音色がほぼ oで統一された状態となる。過去形と過去分
詞の幹母音の音色がともに oとなるアプラウトは，初期新高ドイツ語期，強変
化動詞第3種から第6種のかなりの数の動詞にも生じ，ドイツ語の特徴の一つと
なっているが，個々の動詞におけるこのアプラウトの成立過程については，本
稿では扱わないこととする。
 mhd. triegenと mhd. liegenには，初期新高ドイツ語期，それぞれ trug, lugに
対する類推から，trügen, lügenという別形が生じてくる。lügenの場合，強変化
第5種の liegenと区別しようとする意図が大きく働いている。また，triegenの
別形の trügenが形成される際には，類義語であることから，この新しい lügen
という形も影響を及ぼしている。
 新高ドイツ語期になると，不定詞の幹母音が ieの動詞の現在語幹において
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見られた ieと euの交替が完全に平均化され，ieに統一される。また，すべて
の動詞において過去形及び過去分詞の幹母音の長短が定まり，強変化動詞第2
種は両幹母音がともに [ɔ]の動詞と [oː]の動詞に分かれることになる。前者に
属すのは，語幹末子音が高地ドイツ語子音推移によりゲルマン祖語の無声閉鎖
音から生じた二重摩擦音であったもの及び siedenで，それ以外の動詞は後者に
属す。大まかに言って，過去分詞の幹母音の長さでそろえられているが，過去
形と過去分詞の語幹が /t/で終わる siedenと bietenは，siedenが [ɔ]で統一され
たのに対し，bietenは [oː]で統一された。
 現在，ie – o [ɔ] – o [ɔ]というアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   fließen, gießen, kriechen, genießen, riechen, sieden, schießen, schliefen, schließen, 
sprießen, triefen, verdrießen

triefenと siedenは弱変化もし，triefenは弱変化が普通となっている。
 ie – o [oː] – o [oː]というアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   biegen, bieten, fliegen, fliehen, frieren, kiesen, klieben, verlieren, schieben, 
schnieben, stieben, ziehen, wiegen

wiegenは本来強変化第5種であるが（mhd. wëgen），過去形及び過去分詞の幹
母音が o [oː]になった上，現在語幹において，直説法現在2・3人称単数形の
幹母音が一般化し，強変化第2種と同一のアプラウトとなったものである75。
klieben, schnieben, stiebenは弱変化もする。schniebenは schnaubenの中部ドイツ
語形であり，弱変化が普通である。
 trügen, küren, lügenは ü [yː] – o [oː] – o [oː]というアプラウトを行う。trügenと
lügenの場合，古い triegen, liegenは用いられなくなっている。kürenは Kürか
らの派生語で，本来弱変化であり，現在でも普通弱変化であるが，kiesenの影
響で強変化を示すことがある。
 現在，au – o [oː] – o [oː]というアプラウトを示す動詞には，schrauben, 
schnauben, saugenの3語があり，すべて直説法現在2・3人称単数形でウムラウ
トしない。schraubenと schnaubenは弱変化が普通である。schraubenは，中高
ドイツ語では弱変化第2種である （schrûben – schrûbete – geschrûbet）。schnauben
は，直説法現在2・3人称単数形でウムラウトしている形も残されている。
saugenは，強変化が普通だが，まれに弱変化形も見られる。saugenは，かつて
は直説法現在2・3人称単数形でウムラウトしたが，säugenと区別するためにウ

75 中高ドイツ語の wëgenからは wiegenと並んで wägenも形成されている。
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ムラウトが排除された。
 saufenは，au – o [ɔ] – o [ɔ]というアプラウトを行う。このアプラウトを行う
のは saufenの1語のみである。tauchenは完全に弱変化に移行している。saufen
は，直説法現在2・3人称単数形でウムラウトするが，かつてはウムラウトして
いない形も見られた。
 中高ドイツ語期に見られた動詞の内，次のものは現在までに失われている。

   bieʒen, verbliehen, brieʒen, grieʒen, niuwen, kriepen, liechen, lieʒen, lûchen, 
rieten, rieʒen, riuwen76, schrieten, sliechen, stieʒen, striefen, ziuwen, triuwen, 
dieʒen

次の動詞は，完全に弱変化に移行している77。

  bleuen, brauen, bauen, niesen, kauen, schmiegen, schnaufen

中高ドイツ語期，語幹が wに終わっていた動詞は，現在失われているか，あ
るいは弱変化に移行している。そのため，iu – ou – û – ûというパターンのアプ
ラウトは継承されていない。
 次の動詞は，現在では強変化形しか見られないが，かつては弱変化の別形が
存在していた。

  biegen, kiesen, lügen, verlieren, sieden, sprießen, saufen

 活用の際の文法的交替は，kiesen, sieden, ziehenにおいてまだ見ることができ
る。どの動詞も，過去形の語幹末子音は，過去複数語幹の方のそれとなってい
る。frierenと verlierenでは語幹末子音が rで統一され，文法的交替が排除され
ている。
 すでに述べたように，初期新高ドイツ語期から，本来強変化第3種～第6種で
ある動詞の一部においても，過去形と過去分詞の幹母音として oが見られるよ
うになるが，強変化動詞第2種と全く同じアプラウトを行う wiegenを除くと，
次の動詞が現在，過去形及び過去分詞の幹母音が oとなるアプラウトを示して
いる78。oの長さは，現在語幹の幹母音の長さと一致する。

76 reuenは，強変化のmhd. riuwen < ahd. （h）riuwanではなく，弱変化のmhd. riuwen < ahd. （h）riuwōn
につながる。
77 brauen, kauenは，中部ドイツ語形の mhd. brûwen, kûwenに由来する。
78 過去形及び過去分詞の幹母音が現在ともに oである動詞以外にも，過去分詞の幹母音が oの動
詞の中にはかつて過去形に幹母音が oの別形を持つものがあった。
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・ e [ɛ] – o [ɔ] – o [ɔ]
  fechten, flechten, melken, quellen, schmelzen, schwellen, dreschen
・ i [ɪ] – o [ɔ] – o [ɔ]
  glimmen, klimmen

・ ö [œ] – o [ɔ] – o [ɔ]
  löschen

・ a [a] – o [ɔ] – o [ɔ]
  schallen

・ e [eː] – o [oː] – o [oː]
  heben, pflegen, scheren, weben, bewegen

・ ä [ɛː] – o [oː] – o [oː]
  gären, wägen

・ ö [øː] – o [oː] – o [oː]
  schwören

 これらの動詞の内，次のものは強変化と弱変化の両方を示している。

   melken; glimmen, klimmen; schallen79; pflegen80, scheren81, weben82, bewegen83; 
gären, wägen

 続く

79 schallenの過去形は，弱変化形が普通であり，過去分詞は弱変化形しか存在していない。それ
に対し，erschallenの過去形は強変化の erschollが普通であり，過去分詞も erschalltと erschollen
の両方が用いられている。verschollenは，この形で形容詞として固定化している。
80 pflegenは，強変化形はまれであり，„sich sorgend um jemenden bemühen“ 及び „die Gewohnheit 
haben, etwas Bestimmtes zu tun“ という意味の時は常に弱変化である。
81 scherenは普通強変化であり，弱変化形はまれである。
82 webenは，比喩的な意味で用いられている場合はたいてい強変化だが，本来の意味で用いられ
ている場合は弱変化である。
83 bewegenは，„veranlassen“ という意味の場合に限り強変化である。
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「ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（1）」に対する訂正

註18
　訂正前
　　 古デンマーク語では，iūは lの前にある時，及びその他若干のケースを除

き，ȳになる。強変化動詞第2種で語幹が lに終わるものは無いので，古デ
ンマーク語では，強変化動詞第2種の現在語幹の幹母音は常に ȳである。

　訂正後
　　 デンマーク語では，前期中デンマーク語の時期に，iūは lの前にある時，
及びその他若干のケースを除き，ȳになる。強変化動詞第2種で語幹が lに
終わるものは無いので，前期中デンマーク語において強変化動詞第2種の
現在語幹の幹母音は，標準階梯である場合，常に ȳである。
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